
判
大
一
止
四
年
六
地
二
4
1
一
日
第
三
種
郵
便
物
園
ぱ
《
穆
周
一
回
一
目
隠
符
》
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論

叢

「
大
事
」
仁
見
は
れ
た
る
経
済
問
山
怨
-

横
演
及
び
一
脚
戸
の
川
地
事
情
-

岡
際
常
業
の
課
税
-

与

':fa

1
1
h』
打
い
」
」

11， 
l~ 
博
ゴゴ

文
町
市
博
士

統
計
に
よ
る
川
県
聞
係
の
研
究

理
性
す
」
引
宜時

論

労
働
組
合
ざ
月
愉
取
階
級

説

苑

ス
f

丸
町
一
誠
一
一
に
た
内
原
教
授
仁
肱
ム

ス
M
L

ス
叫
川
叫
矢
内
阿
川
殺
授
に
佼
け
ム

雑

録

日
川
に
お
げ
る
労
働
銀
行
に
就
い
て

LHak--: 

引
臼
川
汀

M
V斗
J

文
間
中
山
川
士

-士山
1
よ
u
F
4

・

i
4
H
J
 

-
1
7
 

J
?地
M
i

t
t
ー

:

終
端
山
肌
γ

士

M
M
済
問
中
士

米

田

庄
太静正月i)錦

1m 治雄行治

禁

暢

田

島

コ
一
泊

紳

戸

財

古li

河

田

職嗣

耳目

山
本
美
越
乃

長

田

松

岡

二
郎

孝

兄



言~

:ye 

ス
ミ
ス
の
植
民
地
概
掃
再
び
矢
内
原
教
授
に
膝
ふ

(
二
・
出
珂
)

h
H『ー

本

美

越

7う

第
三
の
論
鮎
は
、

ス
ミ
ス
が
英
凶
り
植
民
地
の
迅
惑
な
る
進
歩
畿
遼
を
遂
げ
た
る
一
一
原
因
は
、
母
国
の
植
民
地

に
謝
す
る
寛
大
な
る
商
業
政
策
、
帥
も
楠
民
地
貿
易
を
闘
民
の
自
由
仁
委
ね
、
他
闘
例
へ
ば
和
閥
的
如
〈
に
凋
占

的
の
曾
枇
に
の
み
之
を
許
し
、
或
は
西
班
牙
・
葡
硝
牙
等

ω如
〈
に
特
定

ω泌
仁
於

τ
の
み
之
を
前
可
す
る
が
如

き
制
限
を
設
け
す

Lτ
、
大
慨
に
於

τ
自
由
主
義

ω遁
両
政
策
を
採
用
し
柁
る
に
困
る
ご
な

L
、
彼
れ
の
理
想
Z

濁せ
L る
、自

予由
iJま]jj(

E空
開局
富則
!e 地叩
明 γ
誕Hfi.
由民

街地
貿
係且
は了士

害 .4
1ょ i曲
z型
倒 2
人で

経 2
'fI守引

的弱
五官
地ウT

2必
要
よ 7
~ ，~ 

?き品
z 以
す，，，
4、ご m

T諭
.， L 
t fz 
る
てに

夏
に
一
般
国
民
経
済
上
の
見
地
よ
り
考
慮
せ
ざ
る
4

か
ら
F

き
る
も
の
あ
る
を
以

τ、
時
正
所
正
に
肱
じ
て
其
の
政

品と

手E

ス
ミ
ス
白
植
民
地
調
に
闘
し
て
再
び
矢
内
原
敬
授
に
膳
ふ

第
二
十
二
嘗

(
品
三
班
一
二
九
)

五
O
九



道主

手民

ス
ァ
、
‘

λ

の
純
民
地
卿

μ
闘
し
て
山
町
げ
矢
内
原
敬
授
に
臨
ふ

策
に
哨
酌
を
加
ふ
る
の
必
要
あ
ム
リ
云
々
」
ご
詳
し
た
る
仁
‘
教
授
は
之
を
以
て
予
が
「
λ

ミ
子
宮
豊
富
に
誠
ま
さ
る

も
の
」
ご
し
て
非
難
せ
ら
れ
た
る
鮎
に
在
る
、
而

L
て
共
の
論
出
陣
と
す
る
所
は
、
滋
授
の
最
初
山
論
文
た
る
経
済

(
第
三
統
一
一
ニ

O
)

第
二
十
二
審

ヨE

O 

州
中
論
集
第
三
谷
第
四
鋭
掲
載
の
『
ア
ダ
ム
ス
ミ
λ

の
机
民
論
」
ド
於

τは
、
極
め
て
法
浪
花
る
も
の
で
ゐ
っ
た
、

〈
、
「
1

ミ
旦
は
・
・
:
:
揃
民
地
貿
易
又
は
統
的
に
於
り
る
獅
占
的
政
策
が
、
国
民
全
植
の
不
利
盆
仁
於

τ少
数

有
力
者
の
利
盆
を
は
か
れ
る
事
を
指
摘
す
る
に
痛
切
を
極
的
た
、
商
人
山
利
潤
(
噌
目
白
骨
)
吉
岡
民
の
利
盆
(
〉
を
E
E

己
を
彼
は
明
快
に
悩
別
L
化
、
彼
が
杭
偶
者
を
主
張
せ
る
は
言
ふ
迄
も
な

L
z、
唯
夫
れ

rけ
で
あ
る
、

E
m
o
)
 

放
に
予
は
教
授
の
山
中
H
M
じ
劃
す
る
批
評
の
矢
は
其
の
械
的
何
引
に
在
る
や
を
知
る
に
古
む
旨
を
神
地
べ
、
且
つ
此
の

如
〈
に
格
的
て
無
雑
作
に
此
の
問
題
り
取
扱
は
る
、
所
を
見
る
正
、
議
授

ω批
一
計
山
一
意
味
は
逃
〈
は
、

ス
ミ
ス
が

相
叫
占
仁
反
封
仁
た
る
は
、
予
の
所
制
『
一
般
閥
民
抑
制
臨
胴
上
の
見
附
よ
り
」
せ
る
も
の
な
る
仁
、
予
が
「
之
を
例
入

総
出
倒
的
り
見
地
の
み
よ
h
考
察
す
べ
か
ら
す
し

τ云
々
」
三
一
一
一
へ
る
は
、

意
な
ら
ん
ご
察
せ
ら
る
ご
遁
吋
た
る
に
針

L
、
教
授
は
「
「
商
人
の
利
潤
」
ご
「
図
民
り
利
盆
」
仁
つ

3
1
ミ
λ

が
後

ス
ミ
ス
h
f
理
解
せ
古
る
も
の
な
り
ご
の

者
を
主
張
せ
る
は
言
ふ
迄
も
な
い
正
、
私
の
言
っ
た
の
は
決
し
て
無
雑
作
な
る
放
言
で
は
な
か
っ
た
、
(
山
本
日

〈
、
予

ω
「
無
雑
作
に
此
の
問
題
の
取
扱
は
る
、
子

2
4ヨ
口
へ
る
は
、
極
的

τ簡
単
に
此
内
問
題
内
取
扱
は
る
、

戸
一
詞
ふ
怠
で
め
る
)
、

之
化
論
詰
す
る
材
料
た
る
べ
き
ス
ミ

λω
ア
キ
ス
ト
を
ぱ
私
は
そ
の
筒
所
の
脚
誌
に
於
て

血
苧

uτ
泣
い
た
、

一
々
之
を
翻
詳
摘
記
せ
よ
れ
ば
ご
て
、

無
雑
作
な
る
取
扱
方
正
呼
ば
れ
度
〈
は
な
い
と
去 日

総持論能第十八笹li'--抗二五七百。

経済皐綿菓第三各部凹脱五四百。

同上。

純持論議第二十ーを第四腕五四f"-iQ

)

)

)

}
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々
」
正
、
答
へ
て
居
ら
る
、
が
・
予

ω致
授
仁
問
は
ん
正
せ
る
所
は
、
何
故
前
掲
の
取
鬼
(
経
済
論
議
第
十
八
容

第
一
競
二
五
七
頁
に
遁
べ
た
る
卑
見
)
が
、
「
何
ぞ
そ
の
λ

ミ
ス
を
正
賞
に
蘭
ま
古
る
こ
ご
の
甚
に
し
き
や
」
ご
の

数
授
の
批
評
の
鋭
的
正
な
る
や
ピ
云
ふ
こ
ご
に
在
る
・
百
の
一
プ
キ
ー
ト
を
ス
ミ
旦
凶
著
書
よ
り
何
故
抄
掲
記
し
た
れ

ば
己
て
、
予
の
致
授
に
問
は
ん
正
せ
る
疑
問
は
激
授
の
奥
へ
ら
れ
た
る
設
明

rり
で
は
依
然
正

Lτ
共
の
俄
じ
存

在
[
て
居
る
の
で
あ
る
。

何
乙
な
れ
ば
阪
に
本
論
議
前
谷
第
四
枕
の
小
論
中
に
述
べ
置
げ
る
が
如
〈
、

旦
ミ
ス
の
思
想
の
根
祇
を
成
せ
る

も
の
は
自
由
放
任
的
平
訟
で
あ
っ

τ、
彼
れ
は
此
の
見
地
よ
h
伽
人
の
経
済
的
活
動

ω自
由
を
主
張
[
、
之
を
妨

ぐ
る

一
切
の
保
護
的
干
沙
制
度
殊
に
獅
占
的
山
経
隣
組
織
ド
反
針
L
た、

伎
に
似
ム
ザ
ー
ミ
ス
が
葉
の
著
書
中
に

「
同
四
民
全
瞳
の
利
盆
」
ご
か
、
寸
一
耽
曾
の
一
般
的
利
盆
」
ご
か
、
「
多
数
階
級
の
利
盆
」
芭
詞
ふ
立
昧
話

-r幾
度
傾
返

す
正
も
、
彼
れ
の
所
湖
周
民
総
務
制
な
る
も
の
は
要
す
る
に
例
人
艇
際
的
り
見
地
よ
り
考
察
せ
る
岡
民
総
隣
槻
で

あ
る
豆
+a
は
似
る
の
で
ゐ
る
、
而
L
て
此
内
一
知
に
閲
し
て
も
亦
教
授
は
卑
見
に
謝
L
て
敬
授
二
怖
の
勝
手
な
る
僻

蒋
を
下

L
、
恰
も
予
が
ス
ミ
ス
の
訟
は
「
閥
民
」
な
る
こ

Jrr全
然
念
頭
に
置
か
宇

Lτ
立
論
し
た
る
も
の
で
あ
る

正
主
張
せ
る
か
の
如
く
に
伽
即
し
て
、
「
ス
ミ
ス
が

↑
般
闘
民
経
済
上
の
鬼
地
よ
り
考
厳
せ
43
り
し
も
の
ご
錯
す
に

至
つ
て
は
、
割
払
は
容
を
樋
ふ

τ剛
一
然
た
ら
J
る
主
得
な
い
、
仙
棋
の
書
の
表
題
郎
防
に
「
諸
町
町
の
富
」
正
い
ひ
て
、
そ

の
一
般
国
民
経
済
を
研
究
の
封
象
ご
せ
る
こ
ピ
を
暗
示
す
る
一
五
々
山
主
計
[
て
居
ら
る
、
が
、
予
の
「
舟
岡
松
民
地

説

施

ス
さ
ス
の
細
民
地
糊
に
胤
し
て
刊
ぴ
矢
内
原
教
授
に
貼
ふ

第
=
，
T
ニ
巷

ぺ
節
三
腕

n 

純白押，~\諭集第四在弟二批二三六百。



言t

要E

ス
ミ
丸
山
初
比
地
艇
に
闘
し
て
川
町
げ
先
内
原
教
授

ι臨
ふ

第
二
十
二
笹

(
第
三
蛾
-
=
一
二
)

宜

聞
の
経
臨
相
関
係
は
曜
に
之
を
個
人
経
務
的
の
見
地
の
み
よ
h
考
察
す
べ
か
ら
宇
[
て
、
夏
に
一
般
閥
民
経
済
上
の

見
地
よ
hz
考
慮
せ

F
る
べ
か
ら

F
る
も
の
あ
る
を
以

τ、
時
吉
岡
別
ご
に
脳
じ
て
共
の
政
策
に
川
町
酌
を
加
ふ
る
の
必

要
ゐ

h
一
云
々
」
ピ
言
へ
る
は
、
田
平
に
兄
、
、
、
λ

の
設
に
劃
す
る
批
評
の
み
の
意
味
で
な
〈
、
康
〈
一
般
的

ω提
断
言

し
て
此
〈
論
断
せ
る
も
の
で
あ
っ

τ、
敢
て
λ

ミ
ス
が
「
幽
民
」
な
る
似
念
を
全
〈
考
慮
中
に
入
れ
て
屑
ら
ぬ
正
主

成

L
た
も
の
で
も
な
り
れ
ば
、
ヌ
数
授
の
解
稗
す
る
が
如
〈
に
「
そ
は
1

ミ
ス
の
看
過
し
た
b

[
純
で
あ
る
」
ご
断

定
し
た
も
の
で
も
な
い
I

、
少
(
ご
も
凶
民
(
居
住
吉
)
な
る
ニ

t
e
r
λ

ミ
λ
が
念
頭
に
置
け
る
事
H
h

り
は
、
教
授

の
設
を
侯
つ
迄
も
な
〈
共
の
著
書
中
に
随
所
に
之
を
窺
ふ
こ
ピ
が
出
来
る
、
叉
極
め
て
浅
品
川
な
る
m

学
問
的
の
偲
備

な
言
論
説
で
は
あ
る
が
、
教
授
の
訟
り
如
〈
に
其
の
著
書
の
標
題
た
る
「
諸
岡
民
的
富
」
正
請
ふ
こ
ご
で
も
一
臓
は

分
る
ピ
も
言
ヘ
ょ
う
、
(
併
L
斯
か
る
論
設
は
極
的

τ浅
薄
な
る
山
学
問
的
の
煩
値
な
き
も
の
で
あ
る
正
予
は
言

ふ
、
何
百
な
れ
ば
書
名
に
「
此
(
あ
る
」
を
以
て
内
容
も
亦
「
此
〈
あ
る
ぺ
き
筈
な
h
，」

ピ
断
中
る
が
如
き
は
、

』

o
E
d色
町
民
の

の
議
論
己
し

τは
通
用
す
る
か
も
知
れ
叫
が
、
印
n
r
i
E
R
n
な
内
容
の
研
究
を
主
眼
ピ
せ
ね
ば
な
ら

副
議
論

t
L
τ
は
、
一
般
的
に
は
何
等
の
慣
他
を
有
せ
ざ
る
も
の
で
ゐ
る
正
信
す
る
か
ら
で
あ
る
)
O

俳
L
書
名
に
「
町
町
」
な
る
語
を
用
ひ

L
Z
炉
、
又
は
某
の
著
書
中
に
「
図
民
全
般
の
利
盆
」
「
刑
曾
の
一
般
的
利

盆
」
「
多
数
階
級
の
利
盆
」
等
の
意
味
を
表
示
す
る
詰
め
b
E
の
理
由
の
み
で
は
、
示
H
a
h

ス
ミ
旦
が
共
の
思
想
並
に

思
干
設
の
杢
鱒
系
の
基
礎
紋
松
を
成
せ
る
個
人
経
糖
的
の
見
地
よ
ち
離
れ
て
、
所
謂
一
般
閤
民
総
隣
上
の
見
地
よ
b



仁
置
き
‘

北
(
尚
一
取
扱
へ
る
問
題
が
総
務
上
の
問
闘
な
り

L
E
の
理
由
に
け
で
は
、

常
然
閥
民
経
済
上
の
見
地
よ
り

問
題
を
考
'M常

L
た
b

Z
的
反
詮
ご
は
な
ら
ぬ
、

夏
に
之
eg
言
ひ
換
ふ
れ
ば
、

ス
ミ
ス
が
「
国
民
」
な
る
こ
ピ
を
念
頭

立
論
し
た
る
も
の
で
あ
る
ピ
断
定
す
る
こ
ご
は
山
来
品
、

服
令
「
閥
民
」
な
る
こ
ピ
を
念
出
掛
に
泣
き
て
極
端
胴
上
の
閑

題
4f-
考・祭

L
た
り
a

乙
す
る
h
・

子
、
、
ス
の
立
論
の
松
山
師
は
倣
顕
微
結
「
側
人
の
経
憐
的
活
動
の
自
由
」
な
る
範
囲
を

脱
し
て
屈
な
に
郎
も
側
人
の
総
務
的
活
動
の
白
山
を
色
へ
詳
重
せ
ば
、
「
岡
民
会
憾

ω利
盆
」
も
「
枇
曾
の
一
般

的
利
往
」
も
「
多
数
階
級
の
利
錨
」
も
自
ら
之
を
仰
町
線

L
得
る
も
的
、
如
〈
に
ス
ミ
ス
は
考
へ
て
居
る
、

若
L
斯
か

みペヤ
7

・3リ
『

i

る
州
側
・
一
訴
を
も
倫
は
「
闘
民
経
済
上
の
見
地
よ
り
問
咽
聞
を
考
察
し
た
り
」
己
の
範
嶋
中
に
入
れ
斜
ぺ
く
ん
ば
‘

予
は
叉

何
を
か
一
吉
一
口
は
ん
、

併
し
県
見
に
操
れ
ば
、

例
入

ω経
憐
的
活
動
の
白
山
市
に
必
中

L
も
「
岡
民
会
憾
の
利
盆
」
「
枇

曾
の
一
般
的
利
鏡
」
叉
は
「
多
数
階
級
の
利
後
」
ご
な
る
も
の
で
は
な
い
、
否
、
時
手
L
て
は
例
人
の
経
済
的
活
動

の
白
山
に
制
到
し

τ或
禍
の
制
限
を
附
す
る
こ
ど
が
、
却

τ
「
閤
民
令
値

ω利
盆
」
「
枇
曾
の
一
般
的
利
往
」
又
は
「
多

数
階
級
の
利
盆
」

正
な
る
司
}
t
M
r
・
ゆ
く
な
い
、
例
へ
ば
個
人
の
経
憐
的
活
動
の
白
肉
に
放
任
せ
ば
、
権
協
な
る
競

品
引
の
粕
川
市
は
絡
に
相
互
の
存
立
を
危
か
ら
[
め
、
共
h

作
共
栄
の
目
的
を
注
せ
L
h
u
る
司
』
古
能
は
ゴ
る
が
如
、
き
場
介

に
は
、
却
て
個
人
的
自
由
活
動
に
一
定
の
制
限
を
附
す
る
e

コ
」
の
、

一
般
闘
民
経
済
上
よ
h
翻
察
し

τ利
盆
た
る

〈
き
場
人
円
あ
る
が
如
き
是
れ
で
あ
る
。

之
ピ
反
封
に
叉
閥
民
縦
隣
人
主
般
の
上
よ
ち
似
山
路
市
世
ば
極
め

τ
G
A由
な
る
事
業
も
、
之
を
倒
人
の
白
山
に
放
任
す

武

，'~ß 

う
な
ス
山
柿
民
地
調
に
凶
し
で

H
H矢
内
原
欽
段
に
臨
マ
ふ

協
一
一
十
一
容

(第一↑一蹴

11 
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佐J

品
川
は
終
易
に
其
の
円
的
を
迷
l
得

5
る
が
如
き
州
場
合
に
、
特
に
岡
山
氷
山
保
謎
竣
胤
を
加
ふ
る

-
v
t
に
依
h
て、

期
か
る
有
益
な
る
事
業
合
完
成
[
得
る
場
合
も
砂
〈
な
い
、
而

L
て
ι仙
の
如
き
例
は
其
の
w
A
怖
の
多
〈
時
日
間
に
知

ら
れ
ず
L

る
植
民
地
ゆ
事
業
に
於
て
妹
仁
之
を
見
る
の
で
あ
る
、
例
へ
は
現
に
問
題
ど
な
わ
っ
、
あ
る
制
鮮
産
米
増

殖
計
査
の
如
き
も
其
の
一
例
で
あ
っ

t
、
核
計
査
の
如
、
喝
さ
は
母
子
雨
岡
の
凶
民
経
済
企
般
の
上
ょ
・
0
考
察
せ
ば
、

幡
め
て
布
盆
な
る
一
4
業
に
る
こ
己
は
之
を
否
み
得
な
℃
と
考
へ
る
が
、
併
l
之
を
全
然
似
人
の
白
山
活
動
仁
放
任

-
佐
〈
時
は
・
何
れ
の

H
に
其
の
目
的
を
し
辻
[
得
べ
吉
川
殆
ど
玲
洲
す
る
こ
ご
が
出
来
刷
、
斯
か
る
場
合
に
は
政

府

ω股
設
な
る
附
皿
住
ピ
辿
笛
な
る
制
限
の
ド
に
、
成
稲
川
町
特
叫
怖
を
仰
人
又
は
仙
人
的
刷
慨
に
耐
火
へ
て
之
に
首
ら

L

む
る
守
)
ζ

の、

却
て
一
般
国
氏
級
機
上
よ
り
飢
察
し
て
必
婆
且
つ
有
利
な
る
場
合
が
あ
る

Z
謝
ひ
得
る
の
類
で
あ

る
Q

(

此
〈
言
へ
ば
一
却
の
論
者
中
に
は
此
の
如
き
企
闘
は
資
本
主
義
的
企
業

ω奨
州
で
あ
る
己
[
て
、
之
に
反

劃
す
る
者
が
あ
る
か
も
知
れ
尚
が
、
資
本
の
後
援
な
〈
し
て
は
経
械
的
的
活
動
は
寸
時
も
之
を
維
持
す
る
こ
ご
能

は
ゲ
る
現
今
の
縦
済
組
織
の
下
に
於

τは、
必
中

L
L資
本
主
義
的
企
業
た
る
こ
ご
・
炉
忌
避
す
る
の
必
要
は
な

ぃ
.
一
安
は
共
の
併
を
矯
め
工
北
(
の
利
を
股
め
得
る
よ
う
、
計
去
の
賀
行
仁
先
に
も
て
憩
じ
め
細
心
的
注
冶
を
梯
ふ

や
一
台
ゃ
に
在
る
)
C

要
之
、

子
、
、
ス
が
「
凶
民
」
な
る
机
念
を
常
に
念
頭
に
置
き
た
る
に
せ
よ
、
又
「
閥
民
会
惜
の
利
盆
」
「
枇
命
自
の
一

般
的
利
盆
」
「
多
数
階
級
の
利
佳
」
ピ
云
ふ
が
如
、
き
怠
を
幾
度
表
明

L
た
る
仁
せ
よ
、
夫
れ
に
け
で
は
末

r「
国
民
総



岡
民
総
消
上
の
見
地
よ
り
せ
ば
時
に
倣
人

ω経
憐
的
活
動
の
自
由
に
制
限
を
加
ふ
る
の
必
要
ゐ
ぞ
-
ご
を
校
本
に

海
上
の
鬼
地
よ
り
問
題
を
考
察
し
た
」
ご
は
断
定
上
得
な
い

Z
考
へ
る
、
彼
H
H
ω

根
本
思
想
た
る
側
人
主
義
的
経
憐

削
酬
の
磁
紳
を
脱

L
τ
、
国
民
主
義
的
純
白
川
柳
に
濁
特

ω存
立

ω意
義
を
認
め
な
い
限
b
は
、
一
言
ぴ
換
ふ
れ
ば
一
般

於
て
認
め
な
い
限
ち
は
、
異
に
岡
民
経
時
制
上
よ
り
問
題
を
考
察
せ
る
も
の
ご
誠
ふ
ぞ
待
な
レ
ピ
言

的
が
山
干
見

ω

要
旨
で
あ
る
、
是
れ
予
が
「
母
幽
植
民
地
聞
の
経
憐
関
係
は
車
に
之
を
例
人
総
済
的
の
鬼
地
の
み
よ
り
考
察
す
ぺ

か
ら
宇
し
て
、
一
見
に
一
般
閥
民
経
済
上
の
鬼
地
よ
b
考
慮
せ

F
品川、
h
r

ら
Y
る
も

ωゐ
る
を
以
て
、
時
ご
所
ご
に

際
じ
て
共
ゆ
政
策
に
叫
附
を
加
』
る
の
必
婆
ゐ

b
L
t
附
言
し
た
る
所
以
で
ゐ
力
、

文
此
の
山
平
見
に
附
す
る
数
授

の
批
評
に
謝
し
て
も
、
北
(
の
師
時
的
何
れ
に
在
る
や
を
知
る
に
苦
U
ご
号
一
日
へ
る
所
以
で
あ
る
。

以
上
を
も
っ
て
第
三
の
論
貼
に
謝
す
る
致
授
り
再
度
の
批
評
に
肱
ヘ
得
た
ご
信
中
る
が
、
滋
仁
も
ゆ
伶
論

R
G
L

τ真
に
一
一
言
を
附
加
せ
ね
ば
な
ら
凶
こ
ど
は
・
数
授
山
「
商
人
の
利
潤
百
円
。
号
)

ピ
図
民
山
J

利
盆
(
〉
号
E
E問。)

子
宮
彼
(
λ

ミ
ス
)
は
明
快
に
・
協
別

Lhι
・
彼
が
後
者
を
主
張
せ
る
は
言
ふ
迄
も
な
い
」
ど
の
言
明
に
濁

L
、
予
M
r

品柄授

ω此
ω言
明
は
夫

μ
白
樺
に
於
℃
何
に
大
な
る
疑
問
で
の
る
・

。。

決
f

し
て
明
快
に
臥
別

L
t
m
ひ
て
居
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
ご
云
ふ
噂
」
J
W乙

何
ご
な
れ
ば
ス
ミ
ス
は
是
等
の
必
を
放
授
に

。。

よ
b
t
明
快
に
悩
川
さ
れ
た
る
が
如
〈
に
、

を

ス
ミ
ス
の
瓜
旬
を
引
開
…

L
て
駁

L
置
け
る
に
、
比
の
度
は
数
授
は
其
の
論
絡
を
改
め
「
若

L
私
が
月
ミ
ス
は

常
に
〉
門
由
民
ロ
Z
な
な
る
訴
を
以
て
国
民
一
般
の
利
益
を
ゐ
ら
は
!
た
立
言
っ
た
ご
す
れ
ば
、
博
士

ω
批
評
は
官
る

『泣

五E

ス
ミ
ス
山
抗
同
地
翻
に
蜘
し
て
叫
び
矢
内
原
敬
授
に
雌
ふ

第
二
十
二
審

(
捨
三
腕

一=一五)

五

五l
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掛i

ス
ミ
ス
由
航
民
地
翻
に
闘
し
て
町
び
犬
内
原
敬
授
に
聴
ふ

第
二
十
ニ
谷

(
第
一
ニ
枕
一
三
六
)

り
れ
ど
も
、
花
は
そ
の
様
な
出
血
か
な
こ
ご
を
言
っ
た
こ
ピ
は
鉱
山
レ
、
恐
ら
〈
陣
士
は
な
が
「
尚
人
の
利
潤
(
早
急
円
)

ご
闘
艮
の
利
盆
(
〉
己
ぐ
白
宮
内
O
)

」
ご
記
せ
る
英
・
1
a
に
拘
泥
し
て
居
ら
れ
る
の
で
あ
ら
う
が
、
私
の
一
言
ひ

L
所
は

m

そ
れ
は
商
人
の
利
潤
正
岡
民
の
利
盆
£
の
掛
照
で
あ

誌
の
こ
ご
で
は
な
(
、
怠
味
で
ゐ

h
内
容
で
ゐ
る

ωピ、

る
、
閥
民
な
る
断
念
を
ば
尾
邑
o
p
n
oロ
ロ
昨

q
-
P
F
5
等
い
づ
れ
的
訪
仁
よ

b
て
表
現

L
ゃ
う
ピ
、
利
盆
な
る
概

念
を
現
は
ず
に
〉
奇

E
Z問
P

H

D

古
耳
切
円
相
崎
明
た
の

Eω

そ
り
他
山
知
似
の
同
義
泌
を
用
ひ
ゃ
う
さ
敢
て
問
は
な
い
で

-
目
引
机
は
敢
て
博
士
が
無
往
有
害
な
る
「
用
語
内
詮
索
に
亘
L

ら
れ
し
を
惜
し
な
』
ピ
、
活
ね
有
を
喰

ゐ、
b
vフ
.

は
Lτ
居
ら
る
、
が
、

新
〈
文
字
に
拘
泥
せ
A
V
叫
ん
り
意
味
内
容
に
重
き
を
位
り
る
も
の
な
ら
ば
、
何
故
に

=
E
Z
E沼
な
る
雨
拙
同
士
特
に
越
み
て
指
弧
門
に
引
川
叫
町
立
せ
し
め
、
然
か
も
ス
ミ
ス
は
之
を
「
山
明

wrrr
司』コ
U
出
円

。。した
」
ご
一
五
ふ
が
知
き
励
も
す
れ
ば
税
者
を
説
・
り
に
鳴
く
の
此
れ
ゐ
る
言
川
引
を
潟
し
た
か
、

倒
民

ω利
盆
」
な
る
削
叫
ん
ゐ
を
判
服
す
る

ω
み
な
ら
ば
・

唯
「
前
人
の
利
潤
正

之
に

]VEpw
〉
皆
目
E
叫
O

等
の
原
認
を
態
々
括
弧
内
に
宮
市

れ
て
拭
(
り
意
義
を
限
定
す
る
必
挺
は
な
し
r
z一
白
で
め
る
、
此
〈
同
州
語
を
怖
入
す
る
以
上
は
読
者
は
恰
も
λ

ミ
λ

が
是

等
の
市
川
説
全
以
て
、
「
商
人
の
利
制
」
正
「
閥
民

ω利
盆
」
主
脈
仲
山
ル
ル
れ
い
た
め
に
用
ひ
た
乙
も
の
、
如
〈
に

解
す
る
に
主
る
は
蛍
然
ゆ
唱
』
ご
で
ゐ
る
、

是
れ
予
が
序
な
が
ら
前
容
銘
問
就
の
小
論
中
に
、

教
授
の
か
、
る
言
明

夫
h
H
白
般
が
伐
に
頗
る
焼
肉
に
泌
す
る
こ
ど
を
指
摘
し
泣
け
る
所
以
で
あ
っ

1
、
這
は
ニ
コ

u
y
y
ン
の
言
た
る

a

早
急

;
E
E
R
O
E
-
a
g
E叫
O
R
G
P
E口
出

d
r
r
a
J
に
倣
ひ
て
完
か
ら
・
3
る
も
の
で
あ
b
、
却
で
「
ザ

W
仁
匝
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別
L
た
」
さ
一
再
ふ
が
如
き
過
ぎ
た
る
言
明
の
縛
め
に
、

有
害
無
盆
な
る
捕
問
解
を
読
者
に
山
崎
へ
る
由
民
机
が
甚
に
多
い
、

然
る
に
も
拘
ら
字
、

仰
間
A

ザ
見
解
伝
共
に
す
る
も
北
(
の
熱
誠
な
る
研
究
的
の
態
度
に
は
敬
意
を
表

L
っ
、
あ
る
数
授

の
口
よ

h
、
「
れ

τ博
士
Mr
無
議
有
害
な
る
用
語
の
詮
索
に
一
旦
ら
れ
し
を
情

L
む
」
正
調
ょ
が
如
き
訪
ヨ
=
一
デ
伊
』
以

τ酬

ひ
ら
れ
ん
正
は
、
予

ω会
〈
噛
時
期
ゼ

3
0
L
所
で
あ
る
。

以
上
、
卑
見
に
劃
す
る
教
授
の
雨
回
の
批
評
に
答
へ
て
業
の
鵡
を
識

(
L
k
b
ご
信
宇
る
が
放
に
、
今
や
筆
を

捌
〈
仁
首
0
.
教
授
の
刺
戟
仁
山
り
て
ユ
ミ
旦
ゆ
劉
粧
民
地
策
に
就
き
重
ね
て
有
盆
な
る
考
擦
を
潟
す
の
機
品
目
を

待
た
る
・
』
之
を
一
只
心
よ

b
謝
す
る
、

-
之
を
以

τ日
制
言
己
す
る
O

(

完
)

抗
日
山
政
筑
明
白
研
究
は
我
が
問
の
現
批
に
附
ら
し
て
納
め
て
叩
却
な
る
に
拘
ら
ず
、
之
が
耐
究
に
心
を
制

f
る
者
山
ザ
む
き
副
時
に
於
て
、

HMmma土
は
世
白
川
辺
町
四
日
従
胞
に
咋
を
組
さ

γ、
期
尚
甲
山
政
先
に
泌
副

L
て
陥

G
h
uき
柿
崎
県
市
士
た
る
こ
と
を
山
内
槽
骨
に
故
松
に
制
介

L
、
徒
ら

に
引
き
研
究
者
を
興
甜
せ

L
む
る
が
如
き
瑚
柴
的
自
国
度
に
山
て
ず
し
て
、
悲
し
共
山
剖
索
に
於
て
木
だ
至
ら
d

さ
る
尉
あ
ら
げ
懇
情
町
る
指
導
監

奥
へ
ら
れ
ん
と
と
を
望
む
て
止
ま
向
。

附
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前
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λ

ミ

λ

内
航
民
地
叡
に
闘
し
て
制
附
矢
内
原
敬
授
に
肱
ふ
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